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卑劣な「在日コリアン虐殺宣言」年賀状を許さず、国と市に緊急対策を求める声明 

 
内閣総理大臣     安倍晋三 様 
法務大臣       森まさこ 様 
川崎市⻑       福田紀彦 様 
川崎臨港警察署署⻑  山田 隆 様 
 

今年 1 月６日、川崎市の多文化交流施設「川崎市ふれあい館」に、「謹賀新年 在日韓国朝鮮人を
この世から抹殺しよう。生き残りがいたら残酷に殺して行こう」と書かれた年賀状が届いたことが、
明らかになりました。 

同館は川崎市が 1988 年に日本人と在日コリアンなど外国籍市⺠が交流し共に生きる地域社会を
築くために設置したもので、多くの地域住⺠、さまざまな国籍の市⺠が利⽤し、外国籍の職員も少
なくありません。 

１月 18 日付けの神奈川新聞によると、年明けからの 13 日間、前年比で、子どもを中心に利⽤者
数が 508 人、４分の１近く減少するなど、すでに具体的な悪影響が生じており、この脅迫葉書は多
文化共生業務を妨害する犯罪行為（威力業務妨害罪）であることが明らかです。 

同館は、これまでも日朝日韓関係のねじれなどがある度に、「朝鮮へ帰れ」との差別的脅迫電話が
かかるなど、卑劣なヘイトスピーチ、ヘイトクライムの標的とされてきました。 
 この脅迫葉書は、年始早々、「年賀状」という形式で、在日コリアン市⺠に対して虐殺を宣言して
冷水を浴びせ、恐怖と孤立感、絶望の淵に叩き落とし、地域の分断、差別と暴力を煽動する極めて
卑劣な行為です。これはヘイトスピーチ・ヘイトクライムであり、絶対に許してはなりません。 

2016 年 7 月相模原市で起きた障がい者多数殺傷事件のように、実際に暴力犯罪が行われる危険
性も看過できず、国と川崎市は犯罪抑⽌、市⺠の安全確保に全力をあげるべきです。 

また、これは、人種差別撤廃条約（第１条・２条・４条）はもちろん、「本邦外出身者に対する不
当な差別的言動の解消に向けた施策の推進に関する法律」（２条・４条・７条）、さらには昨年 12 月
12 日に成立した川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条例が定めるヘイトスピーチ（２条・7 条・
8 条）であり、国と川崎市は、市⺠を差別から守り、差別を根絶すべく、先頭にたち、毅然として対
処することが求められます。 

差別をなくし、すべての人が尊重される社会をめざす私たちは、政府、川崎市および警察に下記
のことを強く要請します。 

 
一． 政府は、直ちに今回の脅迫状を強く非難し、このようなヘイトスピーチ・ヘイトクライムを

決して許さないとの声明を出すこと。 
二． 川崎市は、直ちに今回の脅迫状を強く非難し、このようなヘイトスピーチ・ヘイトクライム

を決して許さないとの声明を出すとともに、川崎市ふれあい館入口に警備員を配備する等市
⺠の安全を守る具体的な対策をとること 

三． 警察は、犯人逮捕に全力をあげること 
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